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－２０２４春季生活闘争 第７回医療（看護師）職場の意見交換会－ 

各職場の実態を共有、取り組みを学び合う 

連合北海道は４月２６日、第７回医療（看護師）職場の意見交換会を開催した。新型コロ

ナウイルスの影響により４年ぶり開催となった今回は、道内各地の民間・公的病院１０労働

組合、職種別では看護師・診療放射線技師・理学療法士・事務職などの２６名が参加した。

参加者からは「他の病院の現状を知れて参考になった。」、「意見交換を通して、交流ができ

勉強になった。」などといった声が聞かれ、職場や地域の垣根を越えた交流の場となった。 

 

冒頭、主催者を代表して連合北海道の山田組織労働局長

から挨拶があり「人手不足が叫ばれる中、人材定着のために

は魅力ある職場にする必要があり、今回の意見交換会を通し

て、何か 1つでも職場へ持ち帰っていただき、職場環境の改

善につなげてほしい」と目的を述べた。 

その後、座長として選出された連合北海道の永田総合政

策局長が進行を努め、各職場の賃金、労働時間、年次有給休

暇などの労働条件や、職場風土やハラスメントの対応、コロ

ナ禍の状況など職場実態を報告し合い、情報共有をはかった。 

続く学習会では「部下への仕事の任せ方～『自分がやる

と早い・・』ではなく、委任力で部下育成をしてみよう～」

と題して、えるむ社会保険労務士法人の富樫真紀子代表より

講義を受けた。テーマの背景として、２０２４年４月から医師の時間

外労働の上限規制が適用となることを受け、タスクシフト・シェアの

推進がなされている一方で、仕事をシフト・シェアされる側（看護師

等）の業務負担増加が懸念され、特に上長の立場にある者が抱え込ん

でしまうケースが想定される。そこで富樫代表は、部下へ仕事を「任

せる」という考え方の必要性を提示した。内容は、任せると振る（丸

投げ）の違いや任せる仕事と人選、部下のスキル把握、人事評価と金 

 銭的報酬などについて説明し、任せる仕事については「上司が楽になる

ための面倒くさい仕事は振っている仕事であり、部下自身の判断が問われる、スキルの限界を少し超

えた仕事が任せる仕事であり、部下の成長にもつながる」とアドバイスした。 

分散会では、４グループに分かれ、学習会での

内容を基に 7 つのテーマについて活発に意見交換

を行った。主に部下に任せたい仕事とその理由、人

選の要件や進捗管理の方法、任せた仕事が完了した

後の効果などのテーマについて話し合い、議論の中

では各職場での仕事の任せ方、コミュニケーション

の取り方、部下育成論、悩みなども共有した上で、

グループ毎に発表した。 
分散会7つのテーマ 

講演する富樫代表 

職場実態報告の様子 

永田局長（左）と山田局長（右） 
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分散会のまとめとして富樫代表は「今後タスクシフト・

シェアにより、仕事が移管されて任せる機会が増えていく」

と述べた上で「部下も任された仕事に取り組む中で成長して

いき、次第に任せることを任せるという波及効果もうまれて

くる」として「日常の小さな業務からでも意識して取り組ん

で欲しい」とまとめ、意見交換会を締めた。 

分散会の様子 

各グループ 


